（裏面あり、要両面印刷）

別記様式第１
筑波大学春日宿泊等複合施設（ゲストハウス）利用申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　                          国立大学法人筑波大学　財務担当副学長　殿
ﾌﾘｶﾞﾅ　　　　　　　　　　　　　　　（署名）

氏　　名　　　　　    　　　　　          　 
住所　　　　　　　　　　     　　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
所属・職名　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
（施設利用者が学外者の場合）
筑波大学担当者 所属氏名　　　　　　        　　 
下記の通り筑波大学春日宿泊等複合施設（ゲストハウス）の利用を申請します。
施設の利用については、裏面の利用条件及び貴学の指示に反しないことを約束します。
なお、利用条件に違反し利用許可を取り消された場合又は利用許可を変更されたとしても
一切不服を申し立てません。
記
	利用対象者
（当てはまるものに
チェック）

	☐ 本学の役員、教職員
☐ 国立大学法人筑波大学研究員受入規則
（平成１７年法人規則第５３号）第２条に規定する研究員
☐ 本学により招聘される研究員等
☐ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	利用目的

	

	利用期間
	　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで（　　泊）

	利用予定人数
	学内者　　　　名
学外者　　　　名　（計　　　名）　
※複数名での利用の場合は別途内訳書を提出すること


	備考


	
	部屋番号

	
	
	


以上
施設の利用条件
(施設の管理運営及び事務)

１　施設の維持管理業務及び運営業務については請負者である事業者が行う。
２　施設の利用に関する事務は、施設部施設マネジメント課が行う。

(利用者の範囲)

３　施設の利用ができる者は、次のとおりとする。
(1)　本学の役員、教職員
(2)　国立大学法人筑波大学研究員受入規則（平成１７年法人規則第５３号）第２条に規定する研究員
  (3)　本学により招聘される研究員等
(4)　その他、本学に用務のある関係者、財務担当副学長が利用することを適切と認める者
(利用等申請)

４　施設の利用を希望する者は、財務を担当する副学長（以下「財務担当副学長」という。）に対して利用申請を行い、許可を受けなければならない。

(利用期間)

５　ゲストハウスを利用できる期間は最大１か月未満とする。
 (許可の取消し等)

６　利用者が利用条件に違反、理由なく利用の手続きを怠る、並びに指定された期日までに手続きをしない
ときは、財務担当副学長は当該許可を取消すことができる。
７　前項に規定するもののほか、施設の管理上必要がある場合には、財務担当副学長は当該許可を変更又は
取消しすることができる。
 (利用料等)

８　利用者は、定められた利用料を前納しなければならない。
９　既納の利用料は返還しない。ただし財務担当副学長が特別の事由があると認めた場合はこの限りでない。
(遵守事項)

１０　利用者は、施設内の秩序の維持及びその施設、設備、備品等(以下「設備等」という。) を正常な状態
で使用することに意を用い、良好な状態に保持するように努めなければならない。
１１　利用者は、火災その他人為災害の防止及び保健衛生に留意し、良好な生活環境の保持に努めなければ
ならない。
１２　施設には、利用を許可された者以外の者を宿泊させてはならない。

(施設の保全等)

１３　利用者の責めに帰すべき事由によって紛失、施設の設備等に損害を与えたときは、利用者は原状に回
復し、その必要な経費を弁済しなければならない。

(利用の中止)

１４　利用者は、次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに施設の利用を中止しなければならない。
(1)　第３項に定める資格を失ったとき
(2)　第５項に定める期間が満了したとき
(3)　第６項もしくは第７項に定める利用の許可が取消しされたとき

(管理のための出入り） 

１５ 施設部施設マネジメント課の職員は、次の各号に定める場合には、使用中であっても施設内に随時立ち
入ることができる。 

(1) 火災等非常時（漏電及び漏水を含む）が発生したとき。 

(2) ガラスの破損等、建物設備等が毀損したとき。 

(3) その他職員が管理上必要と認めたとき。
(雑則)

１６　この条件に定めるもののほか、施設の組織及び運営等に関し必要な事項は別に定める。
